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研究成果の概要（和文）：　動的意味論の理論である分節談話表示理論を使い、理科授業における談話の構造や分節化
について研究した。分節談話表示理論を活用することで、談話データから得られる言語的情報を最大限に活用し、教師
の意図、子どもの認知状態、社会的・文化的背景からの情報の利用を最小にとどめ、意味論的解釈のレベルから理科授
業の談話を分析することをねらった。
　情報の流れを数理化するために提案されたチャンネル理論を応用し、理科の教育内容がもつ関係構造を記述する方法
を提案した。学習活動と教育内容である知識の集合から、分類と呼ばれる構成要素をつくり、チャンネル理論によって
、分類間の関係構造を図式的に表現した。

研究成果の概要（英文）：A theory of dynamic semantics, Segmented Discourse Representation Theory (SDRT), h
as been used to conduct research on structure and segmentation of discourse in science classes. SDRT enabl
es maximal advantage of linguistic information form discourse and minimal use of information about the int
ensions of teachers and students, and their socio-cultural backgrounds. This enables discourse analysis in
 science classes on the level of semantic interpretation.
A method has been suggested for describing the relational structures of a science educational content thro
ugh Channel Theory. Constituents called classifications have been created from the collection of learning 
activities as well as knowledge represented by educational content. Relations between classifications have
 been established using Channel Theory. Diagrammatically expressed, these relational structures indicate t
he stratified structure of educational content.
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１．研究開始当初の背景 
 授業記録の解釈では、解釈によって得られ
るはずの教師や子どもの意図、認知状態、社
会的・文化的背景に関する知見が、解釈作業
に先立って必要となってしまう解釈の循環
が問題となる。と同時に、教師が教えようと
意図している一連の知識（教育内容）、それ
らの間の関係構造についての不十分な理解
も、解釈作業を進める上での問題となる。 
 理科授業における談話については、世界各
国で研究されているが、授業におけるコミュ
ニケーションを一貫した理論形式で表現し、
授業分析の妥当性を担保するための十分に
満足できるモデルや理論が提供されるには
至っていない。談話を分析する一般的手法で
ある会話分析(conversation analysis)や談話
分析(discourse analysis)の理論では、教師の
意図、子どもの認知状態、彼らの社会的・文
化的背景といった情報源を駆使した解釈が
行われる。これら情報源はきわめて豊かでは
あるが、解釈者がそれらへ容易にアクセスで
きるわけではない。さらに、話者自身もそれ
ら情報源を十分に自覚して発話していると
は限らない。 
 さらに、理科授業で教授される知識（教育
内容）は、科学者集団にとって役立つ形態の
知識（学問知）を、授業の文脈に応じた適切
な形態へと変換することによって得られる。
この教育内容は、さらに教材、授業プランと
して具体化される。教育内容がもつ構造を記
述する手段としては、概念マップや「のぼり
おり表」がある。概念マップは知識表現とし
て有用なツールであるが、授業プランとの関
係は乏しい。「のぼりおり表」は学習活動の
順序構造と目標との関係を表現することを
主目的としており、教育内容自体の関係構造
を明らかにしているわけではない。  
 本研究は、これらの問題に対処する方法論
を提案しようとするものである。 
 
２．研究の目的 
本研究では、上述の問題に対処し、解釈の妥
当性を担保するため、動的意味論による授業
談話の構造分析と、チャンネル理論による教
育内容の関係構造の記述との関係を分析し、
教育内容が教室の談話構造や授業の展開に
与える影響を明らかにしようとするもので
ある。本研究の成果となる授業分析の基礎理
論は、少人数教育やインクルージョンが進め
られている学校教育において、「個」を意識
した理科授業の開発に役立てることができ
ると考えている。 
 
３．研究の方法 
 授業における対話に登場する質問や命令
を見直し、授業における教師=生徒間、生徒=
生徒間の関係をより適切に表現するために、

分節談話表示理論の修辞関係を応用するこ
とを検討した。さらに、意図、認知状態、社
会的・文化的背景の情報の利用を最小限にす
るため、授業における談話を分析するときに、
我々が注目すべき情報はいったい何かにつ
いて検討を加えた。 
 授業における談話を効果的に表示する形
式を研究するとともに、文の解釈によって新
たにつくり出される 文脈と実際の授業展開
との関係を、Toulmin's argument pattern と
Walton の Argumentation schemes を利用して
考察した。その際、教師へのインタビューの
成果を活用した。 
 また、教育内容がもつ構造と情報の流れを、
チャンネル理論を応用して図式的に表現す
ることを試みた。 
 
４．研究成果 
 研究代表者は動的意味論の理論である分
節 談 話 表 示 理 論 (Segmented Discourse 
Representation Theory) を使い、理科授業に
おける談話の構造や分節化についての研究
を進めた。分節談話表示理論を活用すること
で、談話データから得られる言語的情報を最
大限に活用し、教師の意図、子どもの認知状
態、彼らの社会的・文化的背景からの情報の
利用を最小にとどめ、意味論的解釈のレベル
から理科授業の談話を分析することが可能
となる。さらに、分節談話表示理論に組み込
まれた修辞関係(rhetorical relations)を利
用して、中間段階の授業解釈をダイアグラム
で表現できると考えた。 
 これまでに収集されたデータを使って、物
理授業の談話構造と展開を分節談話表示理
論によって分析した。授業における教師と子
どもの発話の連関を、ダイアグラムを用いる
ことによって、中間段階の解釈として表現で
きることを確認した。この中間段階の解釈に
対して、特に議論(argumentation)の過程に
着目し、Toulmin's argument pattern と
Walton の Argumentation schemes を使ってさ
らに分析を行った。子ども一人ひとりの発話
の 展 開 を 解 釈 す る に は Walton の
Argumentation schemes が適していることが
わかった。 
 Toulmin's argument pattern は、ひとりの
子どもの発話ではなく、複数の子どもの発話
の連関として、授業談話の中に部分的に現れ
ていると解釈された。教師が日頃意識してい
る授業展開についてインタビュー調査を行
い、上述の中間段階の解釈に対してさらに検
討を加えた。その結果、ダイアグラム中に捉
えることができる授業展開は、Toulmin's 
argument pattern の構造ではなく、教師が意
識している授業展開（教師へのインタジュー
で、Toulmin's argument pattern を参考にし
て、描画してくれるように要求した）と類似



していることがわかった。 
 図 1は、力学台車の運動についての生徒と
教師の談話を分析した結果である。授業談話
のダイアグラムによる表示の一部が、教師が
描画した授業展開と対応していることが示
されている。 
 以上のことから、分節談話表示理論を使っ
た中間段階の解釈は、授業談話のデータから
得られる授業展開と、教師が自覚している授
業展開とを関連づけて考察することが可能
であり、授業談話の効果的な表現手段である
と考えられる。 
 さらに、2 年目は、情報の流れを数理化す
るために提案されたチャンネル理論を応用
して、理科の教育内容がもつ関係構造を記述
する方法についても研究した。本研究では、
学習活動（実験・観察）と知識集合（教育内
容）から分類(classification)と呼ばれる構
成要素をつくり、チャンネル理論によって、
分類間の関係構造を図式的に表現し、授業の
展開と分類の順序構造との関係、教育内容が
もつ階層的構造を示すことができたと考え
ている。 
 図 2に、簡単な分類 VMを一例として示す。
分類 VMでは、学習活動の集合 tok(VM)は、生
徒が考察の対象とするさまざまな機械から
成り、これら要素は適切な環境で動き続ける
か、動き続けないかのどちらかに分類される。
同じように、さまざまな機械を、外部からの
エネルギー供給の有無に着目して分類する
こともできる。これら 2つの分類は、図 3の
ように、機械の動作に要求されることについ
ての分類 MR を介して関係付けられる。この
ような手順に従って教育内容と学習活動の
関係をダイアグラムで表現することができ
る。図 4は、熱力学の基礎教育の一部をダイ
アグラムで表示した例（簡略化して表記した
もの）である。 
 ルールの一般化と整備、概念マップや「の
ぼりおり表」との対応についての考察を行い、
チャンネル理論を応用した方法論と図式的
表現を改善していくこと、このダイアグラム
構造と先に述べた授業談話のダイアグラム
構造との関係を明らかにすることは今度の
課題である。 
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図 1．授業談話のダイアグラム表示と教師の描画 



 
 
           図 2．分類 VM               図 3．分類間の関係                
 
 
 
 
 

 
図 4．熱力学の基礎教育に関係した教育内容と学習活動の構造 


